
１ ベッセルシーリングシステム 

  手術を行う際には、必ず出血を止めるために、止血が必要となるが、内視鏡手術では

安全な止血を行うため、コンピューターにより自動制御された内視鏡手術用の電気メス

により止血を行う。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

２ 頸動脈狭窄に対する血管拡張・ステント留置術 

  大腿動脈から挿入したカテーテルを用いて、頸動脈の狭窄部位をバルーンで拡張する。

そして、拡張後に血管壁内の粥腫等が脳内に飛散するのを防ぐ措置を講じた上で、ステ

ントを狭窄があった部位まで誘導し留置する手術である。      
治療時間は２時間程度で、治療の数時間後から食事、歩行が可能となる。 
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